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   In a geriatric general hospital, 157 patients with an indwelt urethral catheter and 158 patients 
using diapers were evaluated by detailed interview, urinalysis, measurement of residual urine, and 
cystometry during a period of 16 months from July, 1988, when the Department of Urology was 
established. As a result of therapeutic modalities, 94% of the patients were freed from the catheter 
or diapers. The indwelling catheter was found to be unnecessary in one-third of the patients. In 
addition, among the patients wearing diapers, one-third were capable of urinating only with the 
appropriate assistance of paramedical staff. It took less than 1 month for half but more than 1 
year for 10% of the patients to be freed from the catheter or diapers. On the contrary, 19 patients 
could not be freed from the catheter or diapers, not due to bladder dysfunction but rather to 
mental, physical and social disabilities. These findings indicate that accurate diagnosis and manage-
ment in collaboration with paramedical staff are required to solve urinating problems in the 
elderly. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 583-588, 1991)


















対象 は1988年7月よ り1989年ll月ま での 他 科 入 院患
者 の うち,尿 道 留 置 カ テー テ ル で排 尿 管理 が な され て
い た157例とオ ム ツ に よ り排 尿管 理 が な され て い た158
例 の 計315例であ る.対 象 症例 の 診療 科 別 分 類 は神 経
内科101例(カ テ ー テル 留置49例,オ ム ツ52例),整形
外 科63例(カ テ ー テル 留 置30例,ナ ム ツ33例),脳神経









神 経 内 科(101例}
整 形 外 科(63例》
脳神経外科(35例}
内分泌内科(55例)


















































































続した,導尿の手技は看護婦,患 者本人,家 人,そ し
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Fig.1,臨 床 経 過 表
結 果
検尿および残尿測定の結果をそれぞれFig.2,3に
示す カテーテル留置症例157例の うち,カ テーテル
抜去数日後に導尿にて検尿を施行した ところ,87例
(55%)はUTI陰性であ り,このうち52例の症例で



















































































Table4.治療 効 果 に つ い て






















Fig.4.カテ ー テル お よび オ ム ツが とれ る まで に要 した 期 間
上田,ほか:排尿管理 ・尿失禁
置 され て いた 患者157例中139例(89%)は カテ ー テル
フ リー とな り,残 尿 な く排 尿 が 可能 と な った.ま た,
オ ム ツ装 着 老158例の 内,157例(99%)は オ ム ツが不
要 に な り,尿 失 禁 な く排 尿 可 能 とな っ た(Table4)・
カ テー テ ル フ リーない し オ ム ツ不 要 とな る まで の 期 間
は 平 均144FIであ った,半 数 は1ヵ 月以 内 に 治 療 効果
を 認 め たが,1年 以上 の長 い 治 療 期 間 を要 した 症 例 も
約1割 あ っ た(Fig.4).また,315例中191例(61%)
で家 族 の協 力 を え られ,こ の 群 で の排 尿 介 助 な らび に









対象患老数はかな り多 く,適切な排尿管理を行 うには
パラメデ ィカルの理解と協力が必要となった.Nord-
gvistらは留置カテーテル施行者124例中117例(93

















































































病院神経内科,脳 神経外科,整 形外 科,内 分泌内科 および一
般 内科の諸先生な らびにパ ラメデ ィカルス タッフに深謝 しま
す.
なお木論 文の要 旨は第78回日本泌尿器科学会総会,第3回
老人泌尿器科 研究会において 口演 した.
文 献
1)厚 生 統 計 協 会 編:(7)老人 保 健 施 設,(8)老 人 福 祉 対













































個人のプライ ドを傷つけ,か つ リハビリテーションに
対する意欲を損なうことはよく知られている.さ らに


















の行われることが 多い しか しDHIC(detrusor
hyperreflexiawithimpairedcontractility)とい う
概念が遵入され,か つTURPの 重篤な合併症が報じ
られている現在,TURPが 真に適応となるか否か慎
重に検討すべきである.著者 らはメスを用いず,も っ
ぱらCICと 薬物で所期の目的を達成している.
排尿障害の管理が 高齢者のQOLを 高めるうえで
重要なことは,総 論的には広 く理解されている.しか
しいざ各論となると生易しいことではない 陳腐な表
現ではあるが,高 齢者を対象にする場合にも 「疾病を
治すのでなく,患者を治す」ことの重要性を再確認し
た。
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